あたたかな十一月
　
　
龍之介＃３２
　
　
　差し込んでくる十月の陽光が暖かい。少しだけ開けた窓から入ってくる風は、心地よく吹き抜けていく。夏からの、忙しすぎた二ヶ月余りを補うように、ゆっくりと時間が流れていく。
「いい天気ね」
「ええ」
　コーヒーカップを片手に空を見上げる恭子さんに、結先生がやわらかく応える。最近、二人は以前にも増して一緒にいることが多い。昼食も必ずそろって食べている。今日もそうしていたようで、先程まで広げられていただろう弁当箱が二つ、机に置かれている。
　更に、時折玲さんも一緒にいる所を見かけるようになった。理事長室ではなく、廊下であったり、保健室であったり。きっと、オペレーション・サンクチュアリが終わった後の、それぞれの身の振り方を察しているからだろう。こっちに戻って来るという恭子さんと、計画の終了後は未来に残る結先生と玲さん。完全に会えなくなるまではまだ時間があるが、本格的に忙しくなる前に、落ち着いた時間を一緒に過ごしたいのだと思う。
「そういえば結先生、しばらく未来に帰るんですよね」
「はい。まずは一ヶ月ほど、ですね。その間、担任と古典の授業は代わりの先生にお願いしてあります」
「私と玲も一緒よ。まったく、三人いっぺんに行かなくてもいいのにね」
　何でも、ワクチンの完成報告とその増産体制の確立、過去から未来に帰還する人のための準備などで、三人そろって向こうへ行くらしい。
「久住君、身体は大丈夫ですか？」
　結先生が尋ねてくる。ワクチンによってウィルスは消えたものの、まだ病み上がり。恭子さんのいない間に何かあったらと、先生も心配なのだろう。
「ええ、元気ですよ。まだちょっと体力は元通りとは言えませんけど、それも時間の問題ですし」
「若いからすぐよ」
　俺の答えに、恭子さんが軽く付け足してくれる。
「それは何よりです」
　結先生が微笑んだところで、予鈴が鳴った。
「それでは、私はこれで」
「またね～」
　恭子さんに送られて立ち上がった結先生が、ふと思い出したようにこちらを向く。
「そうだ、久住君。放課後でいいので、職員室に来てもらえますか？」
「ええ、分かりました」
　不思議に思いながらも、特に予定もないので了承する。
「何かしたの？」
　結先生が出て行った後、恭子さんが尋ねてくる。
「いや、特に心当たりは……ん？　もしかしてあれかな……でももう時効だろうし」
　幾つか思い出しては見るが、特別呼び出しを食らうほどのことはしていない。
「やっぱり何かしてるんじゃない。駄目よ、結をあんまり困らせちゃ」
　冗談半分にたしなめる恭子さんに、「ははは」と笑って返して、保健室を後にする。本当に何の用事だろうと考えながら、教室へ歩き出した。
　
　
　
　十一月に入って一週間程が過ぎ、風の冷たさが増してきた放課後、携帯が鳴った。液晶に映る名前を見て、胸が高鳴った。でも、余り弾んだ声だと色々からかわれそうなので、落ち着いて一呼吸入れ、通話ボタンを押す。
「ただいまー」
　ちょっとその辺まで出かけてきました、という感じの軽い声。
「学園内は原則として携帯使用禁止なんですけど」
「じゃあ出なきゃいいじゃない」
「出なかったら後で散々文句言うでしょ」
「まあ、そうね」
　いつも通りの軽口。たかだか一週間ぶりだというのに、ずいぶん久しぶりな気がする。「今家に着いたとこだから。じゃね」
　明確に呼ばれてはいないが、かけてきたタイミングを考えるに、「来い」ということだろう。やれやれと思いながら、それが恭子さんらしくて嬉しかった。
　
「やっぱり家が一番よね～」
　ソファに体を投げ出して、大きく伸びをする恭子さん。
「荷物があったわけではないんですね」
　もしかしたら引っ越しの手伝いみたいなこともさせられるかと思っていたが、未来に行く時に持って行ったバッグ一つだけだった。
「ええ。最初こっちに来る時にほとんど全部持ってきたのよ。……元々、向こうでも研究室に住んでたようなもんだし」
　ソファから立ち上がりながら言う。
「じゃあ、何で呼んだんです？」
「あら？　誰も来いなんて言ってないわよ」
　キッチンの方へと歩いていく。
「そんな～」
「ははは。冗談よ。来て欲しかったのはホント。コーヒー、飲むでしょ？」
　それでも理由を言わないところを見ると、大方俺と同じなのだろうと、勝手に思い上がることにした。
「そうそう、結と玲ね、まだ一ヶ月ほど向こうにいるって」
　コーヒーを淹れながら、思い出したように言う。
「忙しそうですね」
「仕事熱心だからね～」
　両手にカップを持って歩いてくる恭子さん。
「で、恭子さんは何に熱心なんですか？」
「……これから決めるわ」
　そう言った恭子さんの顔はずいぶん楽しそうだった。
　
　　　　　　　　＊　＊　＊
　
　週が明ければ、また養護教諭としての日常が始まる。欲を言えば明日からでもすぐ久住のいる学園に戻りたいところだが、長期出張という形になっているために、それは難しい。仕方なく期日までのんびり過ごすことにした。
「七時になりました。十一月十日、水曜日。今日のニュースです」
　テレビからアナウンサーが告げる。
「そっか……」
　忘れていたわけではないが、改めて思い出される。思えば、ここ数年はいつも結と玲に祝ってもらっていた。二人とも忙しい為にささやかなものになってしまった年もあったが、父さんが亡くなってからは気を遣って、必ず席を設けてくれたものだった。
　今年、その二人はいない。久住が何やら準備をしているような様子があり、決して寂しかったり、誰も祝ってくれないということはない。でも、毎年かけてもらっていた二人からの言葉が、今年は、もしかしたら、これからもう二度と聞けないのだと思うと、やはり寂しかった。
　
　
　十五日は、奇しくも専任養護教諭としての仕事復帰日と重なった。
「結先生と玲さんがいないからって、だらけないでくださいよ」
　朝、私の来る時間を狙ったかのように保健室にやってきた久住。
「珍しい～。今日は遅刻ギリギリじゃないのね」
「ひどいなあ。俺だって早く来ることはありますよ」
　久住が胸を張る。
「藤枝がいなくても？」
「ぐっ……」
　案の定、今日も起こしてもらったらしい。まったく、人がいないとだらけるのは久住の方じゃないかと思う。
「恭子さん、今日の夜、開いてます？」
　ちょっと真面目な顔になる久住。
「あ～ら？　デートのお誘い？」
「ま、そんなとこです」
　ちょっとおどけてみせるが、久住はそのままの顔で頷いた。
「ええ。大丈夫よ。今日は空出張の報告会だけだから」
　待ち合わせの場所と時間を決めて、久住は教室に戻っていく。何をしてくれるのか、今日の昼間はそれを考えながら暇を潰すことにした。
　
　
　日もすっかり落ちた午後七時半。身支度を調えて待っていたところに、チャイムが鳴った。
「久住です」
　インターホンから待ちわびた声が聞こえる。
「すぐ行くわ」
　姿見でもう一度軽くチェックを入れて、ショルダーバッグを提げて玄関に向かう。ドアを開ける時、一瞬、ジャケットを着こなした久住が素敵なレストランにエスコートしてくれないかと空想するが、あり得ないことだと頭を振る。
「やっぱりね」
　ドアの前に立つ久住は、ジーンズに薄手のセーターという出で立ち。
「何がやっぱりなんです？」
　不思議そうな顔をして聞いてくる。
「こっちの話。……で、今日はどこに行くの？」
「それはこれからのお楽しみ、ということで」
　駐車場まで歩く道すがら尋ねると、そんな答えが返ってきた。いつもは勿体ぶることはないのに、珍しかった。
「で？　道順は？」
　車に乗り込み、エンジンをかける。
「取り敢えずこの辺まで。目的地の近くまで来たらこっちで指示するんで」
　久住の差し出した地図を受け取る。車を運転しないのに、目印や曲がる交差点名がしっかりと記された分かりやすい地図だった。
「まるでタクシーね」
「もしつまらなかったら、タクシー代は払いますよ」
「結構な自信じゃない」
　アクセルを踏んで走り出す。ラジオから軽快なピアノ曲が聞こえていた。
　
　久住に右へ左へと指示されて辿り着いたのは、住宅街の小さなレストラン。
「ここ？」
「ええ、さ、行きましょう」
　車で少し走らなければならない上に、そういった知識のなさそうな久住が、何でこんなレストランを知っているのか疑問だったが、促されるままに中に入る。
「いらっしゃいませ」
　ウェイターが出迎える。店内は落ち着いた照明で、四人がけのテーブルが四つとカウンターという作り。そのカウンターの中では、シェフと思われる四十代半ばくらいの男性がフライパンを振るっていた。
「久住ですが」
「久住様ですね。伺っております。あちらのお席へ」
「……っ！」
　ウェイターに示された席を見た途端、驚きで言葉が出なくなった。子供みたいに背の低い、椅子に座っても首から上しか見えない女の子。その横には、セミロングの髪に眼鏡をかけた人影。
「結っ！　玲っ！」
　思わず小走りになる。
「お誕生日おめでとうっ！　恭子」
「おめでとうございます」
　毎年毎年かけられてきた、でも今年からはもう聞けないはずだったお祝いの言葉。
「ありがとう！　結。ありがとう！　玲」
　思わず涙ぐむ。
「間に合ってよかったです」
「ええ。こちらに戻ってきた時間が遅かったので心配したんですが」
　変わった様子のない二人に、席を勧められて座る。
「もしかして、このためにわざわざ？」
　二人に向かって聞くが、
「ふふふ……どうでしょう？」
「どうでしょう？」
　笑って誤魔化されてしまった。でもきっと、今日を選んで戻ってきてくれたのだ。何て感謝したらいいのか分からないほど嬉しかった。
「さ、今日は貸しきりだそうですから、思いっきり飲み食いしてくださいね、恭子さん」
　最初から全部知ってて黙っていたのだろう久住が隣に座る。軽く小突いてやろうかとも思ったが、嬉しいびっくりだったので今日は許すことにする。
「ビールも飲み放題ですよ～」
　そういった結がウェイターに目配せして、最初に出てきたのは、
「胸悪くなりそう……」
　結以外全員が同じ感想を漏らした、大皿に盛られた特大プリンとその周りを囲む七色のアイスクリーム。何でも、誕生日を迎えた女性限定のメニューらしい。
「大丈夫ですよ。プリンは私が食べますから」
「結、この店に決めたのって、これが目当てでしょ」
「違いますよ～」
　早速スプーンに手を伸ばす説得力のない結にみんなで苦笑していると、それぞれに飲み物が運ばれてきた。
「仁科先生の車は私が運転しますので、ご心配なく」
　玲にそう言われ、私の前にだけビールが置かれる。
「それでは、恭子さんの誕生日を祝って！」
　久住が音頭を取る。
「かんぱーいっ！」
　ビールを流し込んだ後に食べたアイスクリームは、今まで食べたことがないくらい、とても甘くて美味しかった。
　
　　　　　　　　＊　＊　＊
　
　店を出るまでは何とか一人で歩いていた恭子さんだったが、車の後部ドアを開けると、倒れるように横になった。
「こんなになるまで飲んだ恭子さん、初めて見ましたよ」
　何度か二人で飲んだこともあるが、いつもほろ酔いで止めていた気がする。
「私もです。ねえ、玲」
「ええ」
　タオルを丸めた簡単な枕を、玲さんが恭子さんにあてがう。
「久住君、ちょっといいですか？」
　運転席に乗り込む玲さんに続いて助手席のドアに手をかけたところで、結先生に呼び止められた。
「何です？」
　秋も深まり、夜に吹く風は冬が近いことを告げている。
「恭子のこと、よろしくお願いしますね」
　親を亡くし、親友も離れていってしまう恭子さんを支えて欲しい。多分、そういうことなのだろう。
「分かりました」
　真面目な顔で頷く。それを見た結先生も頭を下げるように、一度だけ頷いた。
「それでは、また。十二月になったら復帰しますので、それまで勉強を怠けちゃ、駄目ですよ」
「善処します」
「もう……」
　笑い合って、それぞれの車に乗り込む。時計は日付が変わったことを告げていた。
　
　玲さんがエンジンをかける。ラジオから、ショパンのノクターンが流れてきた。
　
平成二十二年十月十日(改訂版)
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